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白保サンゴ礁における除草剤ジウロンの分布とアザミサンゴへの影響

Distribution of herbicide diuron in Shiraho coral reef and its effect on
coral Galaxea fascicularis
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造礁サンゴの多くは熱帯・亜熱帯の浅海域に生息する。東アジア地域のサンゴ礁衰退は海洋汚染
を含む人間活動が部分的に影響しているものであるとされている(Gomez 1988)。ジウロンやイ
リガロール1051のような除草剤は土壌からの浸出、河川への流出、散布時の飛散、防汚塗料か
らの溶出によって水棲生物の生態系へ流入する(van den Brink et al. 1997, Thomas et al. 2000)。
オーストラリアのグレートバリアリーフでは除草剤によるサンゴ礁の著しい汚染が報告されて
(Duke et al. 2001)、沖縄においても周囲のサンゴ礁生態系でジウロンが広く検出されている
(Kitada et al. 2008, Sheikh et al. 2007)。
 ジウロンは尿素の誘導体で、光合成系II(PSII)を阻害する。日本では船底防汚塗料や農薬とし
て広く使用されている(Okamura et al. 2003)。その使用量は大都市の東京に次いで沖縄が多い。
しかし、使用量が多く、生態系への毒性が懸念されているにも関わらず、サンゴ礁での濃度レベ
ルや挙動に関する情報は非常に少ない。したがって、本研究ではジウロンの白保サンゴ礁での分
布と暴露実験によるアザミサンゴへの影響について調べた。
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